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「
歴
史
の
さ
ん
ぽ
み
ち
編
」
は
、
釡
石
の
遺
跡
・
歴
史
・
文
化
財
に
つ
い
て
６
回
に
わ
た
り
紹
介
し

ま
す
。
第
１
回
は
釡
石
の
遺
跡
と
街
中
に
あ
る
文
化
財
「
一
ノ
橋
橋
台
跡
」
を
紹
介
し
ま
す
。
第
２

回
以
降
は
釡
石
の
主
要
な
遺
跡
と
文
化
財
を
紹
介
し
ま
す
。

釡
石
に
眠
る
遺
跡

　

遺
跡
と
は
縄
文
時
代
か
ら

近
代
ま
で
、
人
々
が
生
活
し
た

痕
跡
が
発
見
さ
れ
た
場
所
の
こ

と
で
、
正
式
に
は
「
埋
蔵
文
化

財
包
蔵
地
」
と
言
い
ま
す
。
釡

石
市
内
に
眠
る
遺
跡
は
現
在

３
２
２
カ
所
あ
り
、
こ
の
う
ち

の
大
半
を
占
め
る
の
は
今
か
ら

２
千
年
以
上
前
の
縄
文
時
代
の

遺
跡
で
す
。

　
こ
う
し
た
遺
跡
は
現
代
の
開

発
行
為
に
伴
い
、
滅
失
す
る
場

合
に
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
発
掘
調
査
で
は
昔
の
人
の

住
居
跡
や
、
土
器
や
石
器
な
ど

の
遺
物
が
発
見
さ
れ
、
そ
の
一

部
は
釡
石
市
郷
土
資
料
館
で
展

示
し
た
り
、
出
前
講
座
で
公
開

し
て
い
ま
す
。

一
ノ
橋
橋
台
跡
（
只
越
町
〜
港
町
）

　
一
ノ
橋
橋
台
跡
は
釡
石
湾
に
そ
そ
ぐ
、
汐

立
川
に
設
置
さ
れ
た
レ
ン
ガ
に
よ
る
鉄
道

の
た
め
の
橋
台
跡
で
、
官
営
製
鉄
所
時
代

に
、
釡
石
港
か
ら
大
橋
ま
で
の
区
間
の
物
流

を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
に
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
震
災
前
の
呑の

ん

兵べ

衛え

横
丁
の
あ
っ
た
場

所
の
や
や
海
側
に
所
在
し
ま
す
。
こ
の
鉄
道

は
工
部
省
鉄
道
寮
釡
石
鉄
道
と
し
て
明
治

７
（
１
８
７
４
）
年
、
釡
石
に
官
営
製
鉄
所

の
建
設
が
決
定
し
た
後
に
計
画
さ
れ
、
明

治
９
（
１
８
７
６
）
年
に
日
本
の
鉄
道
と

し
て
は
２
番
目
に
工
事
に
着
手
、
明
治
13

（
１
８
８
０
）
年
に
日
本
で
３
番
目
の
鉄
道

と
し
て
運
行
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
明
治
15

（
１
８
８
２
）
年
に
は
一
般
の
乗
客
の
利
用

も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
官
営
製
鉄
所
廃
止

後
は
、
機
関
車
や
レ
ー
ル
な
ど
の
付
属
品
が

大
阪
の
実
業
家
藤
田
伝
三
郎
ら
に
払
い
下
げ

ら
れ
ま
し
た
が
、
明
治
20
（
１
８
８
７
）
年

に
田
中
製
鐵
所
が
発
足
し
た
後
、
再
び
鉄
道

が
整
備
さ
れ
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
ノ
橋
以
外
で
も
幾
つ
か
当
時
の
名
残
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ご
存
じ

の
五
ノ
橋
や
七
ノ
橋
は
名
称
と
し
て
残
っ
て

い
ま
す
。
当
時
の
煉れ

ん

瓦が

橋
梁
は
現
在
も
小
川

や
大
松
に
残
っ
て
お
り
、
小
川
の
ア
ー
チ
橋

梁
（
１
号
・
２
号
）
は
市
の
指
定
文
化
財
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
は
、
本
年
２
・
３
月
に
、
汐
立
川
の
改

修
に
伴
い
、
一
ノ
橋
橋
台
跡
の
発
掘
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。
橋
台
が
土
中
深
く
ま
で

残
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
レ
ン
ガ
や

薬
瓶
な
ど
の
遺
物
が
出
土
し
ま
し
た
。
レ
ン

ガ
の
積
み
方
が
乱
れ
て
お
り
、
補
修
や
改
修

を
し
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

一
ノ
橋
橋
台
跡
は
、
鉄
の
ま
ち
釡
石
に

と
っ
て
重
要
な
遺
跡
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現

状
保
存
が
決
定
さ
れ
、
現
在
も
そ
の
姿
を
み

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
時
間
が
あ
る
時
に
ぜ
ひ
見
学
し

て
く
だ
さ
い
。
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釡石市詳細遺跡分布図
赤色は埋蔵文化財包蔵地
灰色は近代化産業化遺産群

一ノ橋橋台跡（北東側）

一ノ橋橋台跡（南西側）

一ノ橋橋台跡位置図

遺跡から出した矢尻（やじり）
や土器など

釡
石
の
歴
史

歴
史
の
さ
ん
ぽ
み
ち
編 

⑴
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